
‭公益社団法人　日本スポーツチャンバラ協会‬
‭令和６年度分（令和６年１月１日～令和６年１２月３１日）‬

‭事　業　報　告‬
‭Ⅰ．事業活動方針‬
‭　当年度は、9月に第49回全日本選手権大会兼第5回レディース選手権大会兼第1回チャン‬
‭ピオン大会、第78回全国レクリエーション大会2024とちぎ、12月には第48回世界選手権‬
‭大会兼第6回レディース選手権大会をそれぞれ実施することができた。‬

‭また会報発行事業と海外派遣事業についても、実施することができた。‬
‭　‬
‭Ⅱ．事業内容‬

‭(1)スポーツチャンバラの普及啓発活動‬
‭前年に引き続き、会報の発行および公式ホームページの運営を通じた、普及活動‬

‭に取り組んだ。‬
‭会報誌「スポチャン」については、令和６年３月に発行した。‬
‭この事業については、JSCくじ助成金の交付を受けた。‬

‭(2) ①大会運営‬
‭　　　下記の通り、本部主催大会として、２大会を行った。‬
‭　　　また、各都道府県・市区町村協会も、それぞれ大会を行った。‬

‭・第49回全日本選手権大会兼第5回レディース選手権大会兼第1回チャンピオン大会‬
‭　9月1日　横浜武道館‬
‭　‬‭参加選手数　580人‬
‭　参加団体　13クラブチーム‬
‭　　基本動作グランドチャンピオン　永井五月‬
‭　　打突競技グランドチャンピオン　矢倉士‬
‭　　基本動作団体優勝　　　　TSKSC　（常井心美，常井心裕，常井心雅）‬
‭　　打突団体優勝　　　　　　令剣会SC　(関口将貴，内藤洋平，矢倉士，武井裕哉‬
‭，上野聡太，上野聡太，安信琳太郎‬‭，菅野葉太，菊川暁世，大竹柊生，石田一貴‬‭)‬

‭　第5回レディース選手権大会打突競技優勝　森内瑞季‬
‭　 第1回チャンピオン大会打突競技優勝　原科太一‬

‭・第48回世界選手権大会兼第6回レディース選手権大会‬
‭　12月15日　ひがしんアリーナ‬
‭　参加選手数　690人‬
‭　参加団体　25クラブチーム‬
‭　　基本動作グランドチャンピオン　‬‭(JAPAN)細川智穂‬
‭　　打突競技グランドチャンピオン　‬‭(JAPAN) 小野栄輝‬
‭　    国別 打突団体優勝　　　　‬‭JAPAN(長谷川雅, 小野栄輝, 矢倉士)‬

‭国別‬‭女子打突団体優勝‬‭　　JAPAN(片平朱香, 中村愛子, 永井五月)‬
‭　‬‭　‬‭ク‬‭ラ‬‭ブ‬‭別‬‭打‬‭突‬‭団‬‭体‬‭優‬‭勝‬‭　‬‭　‬ ‭令‬‭剣‬‭会‬‭SC(‬‭関‬‭口‬‭将‬‭貴‬‭，‬‭矢‬‭倉‬‭士‬‭，‬‭内‬‭藤‬‭洋‬‭平‬‭，‬‭石‬‭田‬‭一‬‭貴‬
‭，安信琳太郎，大竹柊生，大川悠希，菅野葉太，武井裕哉，桐生朋哉)‬
‭　　‬‭クラブ別‬‭基本動作団体優勝　　大阪蒼龍館SC(木岡夢結 ，河内唯里，長手凛 )‬
‭　　‬‭第6回レディース選手権大会打突競技優勝　‬‭永井五月‬
‭　この事業については、JSC基金助成の交付決定を受けている。‬

‭②選手派遣‬
‭香港で開催された第12回アジア・オセアニア選手権大会に代表チームを派遣した。‬
‭アジアオセアニア各国の選手たちと試合をすることで、技術、精神を吸収すること‬
‭が出来た。また日本とはプレイスタイルの異なる海外の選手と対戦することで、海‬
‭外の選手への対応力を身に付けることが出来た。成績としては、日本人が本大会で‬
‭最も大きな賞を獲得し、スポーツチャンバラ発祥国としての威信を示すことが出来‬
‭た。‬
‭この事業については、JSC基金助成の交付決定を受けている。‬



‭　　　　　　　　　‬
‭　　(3)講習会等‬

‭各選手の日頃の鍛錬の成果を競い合い、また審査して資格を付与するため、下記‬
‭の通り、本部異種競技審判講習会および段級審査会を開催した。また各種指導者向‬
‭け講習会の開催にも重点を置き、審判講習会とインストラクター講習会を開催し、‬
‭審判技術と指導技術の向上を図った。‬

‭　　‬

‭　　・本部異種競技審判講習会‬

‭回数‬ ‭日付‬ ‭地区‬ ‭主幹支部‬ ‭担当‬

‭第384回‬ ‭4/7‬ ‭関東地区‬ ‭神奈川県‬ ‭田邊哲人‬

‭第385回‬ ‭5/19‬ ‭関東地区‬ ‭神奈川県秦野市‬ ‭田邊哲人‬

‭第386回‬ ‭6/23‬ ‭北陸地区‬ ‭福井県‬ ‭田邊哲人‬

‭第387回‬ ‭7/6‬ ‭九州地区‬ ‭佐賀県‬ ‭田邊哲人‬

‭第388回‬ ‭8/10‬ ‭東北地区‬ ‭宮城県‬ ‭田邊哲人‬

‭第389回‬ ‭8/15‬ ‭関東地区‬ ‭学生連盟‬ ‭田邊哲人‬

‭第390回‬ ‭10/6‬ ‭中国地区‬ ‭岡山県‬ ‭田邊哲人‬

‭第391回‬ ‭11/3‬ ‭関東地区‬ ‭神奈川県‬ ‭田邊哲人‬

‭第392回‬ ‭11/24‬ ‭北関東地区‬ ‭群馬県，栃木県，‬
‭千葉県，埼玉県‬

‭田邊哲人‬

‭第393回‬ ‭12/14‬ ‭関東地区‬ ‭本部‬ ‭田邊哲人‬

‭・その他各地方大会・体験会・審査会等‬
‭　別紙（総会にて配布予定の会報）記載のとおり、本協会の公認事業として、各地方支‬
‭部・所管委員会等が中心となり、地方大会、練成会、審査会、体験会を合計600回以上‬
‭行った。‬

‭　(4)理事会‬
‭① 第1回理事会　　　　令和6年2月22日‬
‭② 第1回定時社員総会　令和6年3月10日‬
‭③ 第2回理事会　　　　令和6年3月10日‬
‭➃ 第3回理事会‬‭　　　　令和6年4月12日‬
‭➄ 第4回理事会　　　　令和6年12月14日‬

‭以　上‬


